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(57)【要約】
【課題】バックライトの使用耐年数を低下させることな
く、環境温度に関わらず常に視認性のよい表示を提供す
る表示制御デバイスを提供する。
【解決手段】輝度信号生成部３１０は、環境温度が所定
値を超える場合に光源光量を低減し、液晶駆動信号生成
部３２０は、階調ごとに画像表示部２３０の各画素の透
過率を調整して、光源光量を調整することに伴う表示輝
度の変化を低減する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライト部、および、該バックライト部から出射される光の透過率を各画素ごとに
変化させることによって画像表示を行う画像表示部を備えた表示デバイスを制御する表示
制御デバイスであって、
　上記バックライト部から出射される光源光量を制御する光源光量制御手段と、
　上記画像表示部における各画素の透過率を、画像信号に応じて制御する透過率制御手段
とを備え、
　上記光源光量制御手段が、環境温度を検出する温度検出部から出力される環境温度値が
所定値を超える場合の上記光源光量を、上記環境温度値が所定値以下である場合の上記光
源光量よりも低くするとともに、
　上記透過率制御手段が、上記環境温度値が所定値を超える場合の上記透過率を、上記環
境温度値が所定値以下である場合の上記透過率よりも高くすることを特徴とする表示制御
デバイス。
【請求項２】
　上記バックライト部がＬＥＤ（Light Emitting Diode）を備えており、上記光源光量制
御手段が、上記ＬＥＤに印加する電流量を制御することによって光源光量を制御すること
を特徴とする請求項１記載の表示制御デバイス。
【請求項３】
　上記透過率制御手段が、上記環境温度値が所定値を超える場合の上記透過率の最大値を
、上記環境温度値が所定値以下である場合の上記透過率の最大値よりも高くすることを特
徴とする請求項１または２に記載の表示制御デバイス。
【請求項４】
　上記画像表示部が、各画素に対応する液晶層に対して印加する電圧を変化させることに
よって上記透過率を変化させて画像表示を行う液晶表示パネルであり、
　上記透過率制御手段が、各画素に印加する電圧を制御することを特徴とする請求項１～
３のいずれか一項に記載の表示制御デバイス。
【請求項５】
　画素が最小階調値をとるときの該画素の透過率を得るために該画素に印加する印加電圧
から、画素が最大階調値をとるときの該画素の透過率を得るために該画素に印加する印加
電圧までの範囲を示す階調領域において、各階調値と印加電圧との関係を示す印加電圧－
階調テーブルを、互いに異なる複数の階調領域ごとに記憶する記憶部をさらに備え、
　上記透過率制御手段が、上記環境温度値が所定値を超える場合に参照する印加電圧－階
調テーブルと、上記環境温度値が所定値以下である場合に参照する印加電圧－階調テーブ
ルとを切り替えることを特徴とする請求項４記載の表示制御デバイス。
【請求項６】
　上記環境温度値が所定値以下である場合の上記光源光量に対する、上記環境温度値が所
定値を超える場合の上記光源光量の割合が、上記環境温度値が所定値を超える場合の上記
階調領域における最大透過率に対する、上記環境温度値が所定値以下である場合の上記階
調領域における最大透過率の割合に等しくなるように、上記印加電圧－階調テーブルが設
定されていることを特徴とする請求項５記載の表示制御デバイス。
【請求項７】
　バックライト部、および、該バックライト部から出射される光の透過率を各画素ごとに
変化させることによって画像表示を行う画像表示部を備えた表示デバイスと、
　上記表示デバイスを制御する、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の表示制御デバ
イスとを備えることを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　バックライト部、および、該バックライト部から出射される光の透過率を各画素ごとに
変化させることによって画像表示を行う画像表示部を備えた表示デバイスを制御する表示
制御方法であって、
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　上記バックライト部から出射される光源光量を制御する光源光量制御ステップと、
　上記画像表示部における各画素の透過率を、画像信号に応じて制御する透過率制御ステ
ップとを含み、
　上記光源光量制御ステップにおいて、環境温度を検出する温度検出部から出力される環
境温度値が所定値を超える場合の上記光源光量を、上記環境温度値が所定値以下である場
合の上記光源光量よりも低くするとともに、
　上記透過率制御ステップにおいて、上記環境温度値が所定値を超える場合の上記透過率
を、上記環境温度値が所定値以下である場合の上記透過率よりも高くすることを特徴とす
る表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、環境温度に応じてバックライトの発光輝度を調整する表示制御デバイス、表
示装置、および表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビジョン受像機の表示部やパーソナルコンピュータのモニターとして、液晶
パネル（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）が広く使用されている。液晶パネルは自発光
しない表示素子であり、該液晶パネルを裏面から照射する光源としてバックライトが使用
されている。
【０００３】
　バックライトを構成する発光素子は、従来から用いられている冷陰極管（ＣＣＦＬ：Co
ld Cathode Fluorescent Lamp）の替わりに、発光ダイオード（ＬＥＤ：Light Emitting 
Diode）が一般的に使用されるようになってきている。
【０００４】
　ＬＥＤはその種類ごとに、環境温度によって劣化の速さが異なる劣化特性を有している
。一般的には、ＬＥＤは環境温度が高いほど劣化が速くなる特性を有している。また、Ｌ
ＥＤは電流を流すことによって発熱する。これにより環境温度が上昇するため、ＬＥＤに
大きな電流を流すほど劣化が速くなる。
【０００５】
　そのため、従来、液晶表示装置のバックライトがＬＥＤで構成される場合、その液晶表
示装置が使用される環境温度から、該ＬＥＤに流すことが許容される最大電流量が定めら
れていた。
【０００６】
　従来の液晶表示装置の上記最大電流量は、液晶表示装置の使用が保証された環境温度の
上限値から決定されることが一般的であった。しかしながら、このように上記最大電流量
が決定される場合、上記上限値よりも低い環境温度の下で液晶表示装置が使用されている
間においても、ＬＥＤに対して供給される電流は上記最大電流量以下とする必要があった
。すなわち、比較的低い環境温度であってもバックライトの発光輝度が低く抑えられるこ
とになり、表示画面の明るさが十分ではない場合があった。
【０００７】
　これに対して、特許文献１には、図５に示すような構成の情報処理装置９１０が開示さ
れている。この情報処理装置９１０は、温度検出部９５０で検出した周辺温度が所定の温
度（第１の温度）よりも高い場合に、バックライト９４２の輝度を下げるように制御する
。この構成により、情報処理装置９１０は、周辺温度が上記所定の温度よりも低い場合、
バックライト９４２の仕様上認められる最大の輝度で駆動するようにしてもよい旨が同文
献には記載されている。すなわち、情報処理装置９１０は、周辺温度が上記所定の温度よ
りも低い場合、バックライト９４２の発光輝度が制限されないことになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００８】
【特許文献１】特開２００７－２１９００８号公報（２００７年８月３０日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、情報処理装置９１０は、周辺温度が上記所定の温度よりも高い場合、バ
ックライト９４２の輝度が下げられることにかわりない。すなわち、情報処理装置９１０
は、周辺温度が上記所定の温度よりも高い場合、画面表示が暗くなるという問題がある。
さらに、情報処理装置９１０は、周辺温度が上記所定の温度よりも低い温度から、上記所
定の温度よりも高い温度になったとき、表示輝度が突然変化する（暗くなる）ため、ユー
ザは違和感を覚える。従って、情報処理装置９１０の表示品位が低下する。
【００１０】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、光源光量を減少さ
せた場合でも、表示輝度の変化を低減し、表示品位の低下を抑制することができる表示制
御デバイス、表示装置、および表示制御方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するために、本発明の表示制御デバイスは、バックライト部、および
、該バックライト部から出射される光の透過率を各画素ごとに変化させることによって画
像表示を行う画像表示部を備えた表示デバイスを制御する表示制御デバイスであって、上
記バックライト部から出射される光源光量を制御する光源光量制御手段と、上記画像表示
部における各画素の透過率を、画像信号に応じて制御する透過率制御手段とを備え、上記
光源光量制御手段が、環境温度を検出する温度検出部から出力される環境温度値が所定値
を超える場合の上記光源光量を、上記環境温度値が所定値以下である場合の上記光源光量
よりも低くするとともに、上記透過率制御手段が、上記環境温度値が所定値を超える場合
の上記透過率を、上記環境温度値が所定値以下である場合の上記透過率よりも高くする構
成である。
【００１２】
　また、上記の課題を解決するために、本発明の表示制御方法は、バックライト部、およ
び、該バックライト部から出射される光の透過率を各画素ごとに変化させることによって
画像表示を行う画像表示部を備えた表示デバイスを制御する表示制御方法であって、上記
バックライト部から出射される光源光量を制御する光源光量制御ステップと、上記画像表
示部における各画素の透過率を、画像信号に応じて制御する透過率制御ステップとを含み
、上記光源光量制御ステップにおいて、環境温度を検出する温度検出部から出力される環
境温度値が所定値を超える場合の上記光源光量を、上記環境温度値が所定値以下である場
合の上記光源光量よりも低くするとともに、上記透過率制御ステップにおいて、上記環境
温度値が所定値を超える場合の上記透過率を、上記環境温度値が所定値以下である場合の
上記透過率よりも高くする方法である。
【００１３】
　上記の構成または方法によれば、バックライト部から出射される光源光量は、環境温度
値が所定値を超える場合に低減される。よって、環境温度値が高い場合にバックライト部
の発光に伴う発熱を低減することができるので、バックライト部が、高温状態で発光する
と寿命が短くなる性質を有する場合に、寿命を延ばすことが可能となる。
【００１４】
　また、透過率は、環境温度値が所定値を超える場合に高くなるように制御される。よっ
て、環境温度値が高い場合に、バックライト部の光源光量が低減される一方、透過率は高
くなるので、画像表示部における表示輝度の変化を小さくすることが可能となる。よって
、環境温度値の変化に応じて光源光量が変化した場合でも、画面表示の明るさの変化が少
なくなるので、ユーザに違和感を与えない表示品位の良好な画面表示を提供することがで
きる。
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【００１５】
　また、本発明の表示制御デバイスは、上記の構成において、上記バックライト部がＬＥ
Ｄ（Light Emitting Diode）を備えており、上記光源光量制御手段が、上記ＬＥＤに印加
する電流量を制御することによって光源光量を制御する構成であってもよい。
【００１６】
　上記の構成によれば、バックライト部の光源光量は、ＬＥＤに印加する電流量を減少さ
せることによって低減される。そして、ＬＥＤに流す電流量を減少させることにより、Ｌ
ＥＤの内部抵抗による発熱を抑制することができる。従って、ＬＥＤ自身の温度の上昇を
抑制することが可能となり、ＬＥＤの寿命を延ばすことができる。
【００１７】
　また、本発明の表示制御デバイスは、上記の構成において、上記透過率制御手段が、上
記環境温度値が所定値を超える場合の上記透過率の最大値を、上記環境温度値が所定値以
下である場合の上記透過率の最大値よりも高くする構成であってもよい。
【００１８】
　上記の構成によれば、環境温度値が所定値を超える場合に、透過率の最大値が高くなる
ように制御されるので、画像全体の透過率が高くなる。よって、光源光量の低下に伴う表
示輝度の変動を的確に抑制することができる。
【００１９】
　また、本発明の表示制御デバイスは、上記の構成において、上記画像表示部が、各画素
に対応する液晶層に対して印加する電圧を変化させることによって上記透過率を変化させ
て画像表示を行う液晶表示パネルであり、上記透過率制御手段が、各画素に印加する電圧
を制御する構成であってもよい。
【００２０】
　上記の構成によれば、画像表示部が液晶表示パネルであるので、透過率制御手段が各画
素に印加する電圧を制御することによって透過率を制御することが可能となる。
【００２１】
　また、本発明の表示制御デバイスは、上記の構成において、画素が最小階調値をとると
きの該画素の透過率を得るために該画素に印加する印加電圧から、画素が最大階調値をと
るときの該画素の透過率を得るために該画素に印加する印加電圧までの範囲を示す階調領
域において、各階調値と印加電圧との関係を示す印加電圧－階調テーブルを、互いに異な
る複数の階調領域ごとに記憶する記憶部をさらに備え、上記透過率制御手段が、上記環境
温度値が所定値を超える場合に参照する印加電圧－階調テーブルと、上記環境温度値が所
定値以下である場合に参照する印加電圧－階調テーブルとを切り替える構成であってもよ
い。
【００２２】
　上記の構成によれば、透過率制御手段は、環境温度値に応じて設けられている印加電圧
－階調テーブルを参照することによって、的確に透過率の制御を行うことが可能となる。
【００２３】
　また、本発明の表示制御デバイスは、上記の構成において、上記環境温度値が所定値以
下である場合の上記光源光量に対する、上記環境温度値が所定値を超える場合の上記光源
光量の割合が、上記環境温度値が所定値を超える場合の上記階調領域における最大透過率
に対する、上記環境温度値が所定値以下である場合の上記階調領域における最大透過率の
割合に等しくなるように、上記印加電圧－階調テーブルが設定されている構成であっても
よい。
【００２４】
　ここで、表示輝度と、光源光量および透過率との関係は、（表示輝度）＝（光源光量）
×（透過率）の計算式で表される。これに対して上記の構成によれば、上記環境温度値が
所定値以下である場合の表示輝度と、上記環境温度値が所定値を超える場合の表示輝度と
の差を最小限にすることが可能となる。よって、環境温度の変化により光源光量を変化さ
せた場合でも、ユーザにできるだけ違和感を与えないようにすることができる。
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【００２５】
　また、本発明の表示装置は、バックライト部、および、該バックライト部から出射され
る光の透過率を各画素ごとに変化させることによって画像表示を行う画像表示部を備えた
表示デバイスと、上記表示デバイスを制御する、上記本発明に係る表示制御デバイスとを
備える構成である。
【００２６】
　上記の構成によれば、環境温度値の変化に応じて光源光量が変化した場合でも、画面表
示の明るさの変化が少なくなるので、ユーザに違和感を与えない表示品位の良好な画面表
示を提供することが可能な表示装置を実現できる。
【発明の効果】
【００２７】
　以上のように、本発明の表示制御デバイスは、上記バックライト部から出射される光源
光量を制御する光源光量制御手段と、上記画像表示部における各画素の透過率を、画像信
号に応じて制御する透過率制御手段とを備え、上記光源光量制御手段が、環境温度を検出
する温度検出部から出力される環境温度値が所定値を超える場合の上記光源光量を、上記
環境温度値が所定値以下である場合の上記光源光量よりも低くするとともに、上記透過率
制御手段が、上記環境温度値が所定値を超える場合の上記透過率を、上記環境温度値が所
定値以下である場合の上記透過率よりも高くする構成である。これにより、バックライト
部の寿命を延ばすことが可能となるとともに、光源光量を減少させた場合でも、表示輝度
が変化することがなく、表示品位の低下を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態である液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置の表示制御デバイスが実行する処理のフローチャートで
ある。
【図３】印加電圧－透過率曲線において、環境温度に応じて切り替えられる階調領域の範
囲の一例を示すグラフである。
【図４】印加電圧－透過率曲線において、環境温度に応じて切り替えられる４つの階調領
域が設定された例を示すグラフである。
【図５】従来の液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　〔実施形態〕
　以下、本発明の一実施形態について、図１～図４を参照しながら詳細に説明する。
【００３０】
　〔液晶表示装置の構成〕
　始めに、本実施形態である液晶表示装置１の概要を、図１を用いて説明する。
【００３１】
　図１は、液晶表示装置１の概略構成を示すブロック図である。
【００３２】
　液晶表示装置１は、映像信号処理デバイス１００、画像表示デバイス２００、表示制御
デバイス３００、および記憶部４００を備えている。
【００３３】
　映像信号処理デバイス１００は、外部から映像信号を取得する。また、映像信号処理デ
バイス１００は、取得した映像信号に基づいて、画像表示部２３０の各画素の階調を制御
する画像制御信号、および、バックライト部２５０の発光輝度（光源光量）を制御する輝
度制御信号を生成する。そして、映像信号処理デバイス１００は、上記画像制御信号およ
び上記輝度制御信号を表示制御デバイス３００に出力する。
【００３４】
　記憶部４００は、印加電圧－階調テーブルを記憶している。印加電圧－階調テーブルは
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、画像表示部２３０の各画素に表示し得る階調範囲に含まれる階調ごとに、対応する印加
電圧が定められているテーブルである。すなわち、上記印加電圧－階調テーブルは、ある
画素の階調値がいくらであるとき、上記ある画素（に対応する液晶層）に対して印加され
る電圧値がいくらであるかを定めるテーブルである。
【００３５】
　この印加電圧－階調テーブルは、階調領域を示す情報となる。階調領域とは、画素が最
小階調値をとるときの該画素の透過率を得るために該画素に印加する印加電圧から、画素
が最大階調値をとるときの該画素の透過率を得るために該画素に印加する印加電圧までの
範囲を示す。
【００３６】
　記憶部４００は、このような印加電圧－階調テーブルを、互いに異なる複数の階調領域
ごとに記憶している。
【００３７】
　〔画像表示デバイスの詳細〕
　画像表示デバイス２００は、液晶駆動部２２０、画像表示部２３０、バックライト駆動
部２４０、およびバックライト部２５０を備えている。また、バックライト部２５０には
温度検出部２５１が備えられている。
【００３８】
　画像表示部２３０は、例えばアクティブマトリクス型の液晶表示パネルとして構成され
る。この場合、画像表示部２３０は、複数本の走査信号線としてのゲートラインと、それ
らのゲートラインのそれぞれと交差する複数本のデータ信号線としてのソースラインと、
それらのゲートラインとソースラインとの交差点にそれぞれ対応して設けられた複数個の
画素とを含む。これらの画素はマトリクス状に配置されて画素アレイを構成する。
【００３９】
　各画素は、対応する交差点を通過するゲートラインにゲート端子が接続されるとともに
当該交差点を通過するソースラインにソース端子が接続されたスイッチング素子であるＴ
ＦＴと、そのＴＦＴのドレイン端子に接続された画素電極と、上記複数の画素に共通的に
設けられた対向電極である共通電極と、上記複数の画素に共通的に設けられ画素電極と共
通電極との間に挟持された液晶層とからなる。そして、画素電極と共通電極とにより形成
される液晶容量により画素容量が構成される。また、画素容量に確実に電圧を保持すべく
、液晶容量に並列に保持容量が設けられていてもよい。
【００４０】
　液晶駆動部２２０は、入力された液晶制御信号に基づいて、画像表示部２３０の各画素
の駆動を制御する。具体的には、液晶駆動部２２０は、上記ゲートラインを駆動するゲー
トドライバおよび上記ソースラインを駆動するソースドライバを備えており、各画素に対
して印加する電圧を制御することにより、該画素に対応する液晶層の液晶分子の配向状態
をタイミングに応じて制御する。これにより、液晶駆動部２２０は、各画素を（バックラ
イト部２５０から画像表示部２３０の表面方向に）透過する光源光量、すなわち透過率を
制御し、画像表示が行われる。
【００４１】
　なお、本実施形態では、画像表示部２３０として、アクティブマトリクス型の液晶パネ
ルを想定しているが、これに限定されるものではなく、バックライト部２５０からの光源
光量の透過率を変更することによって画像表示を行う表示装置であればどのような構成で
あってもよい。
【００４２】
　バックライト部２５０は、画像表示部２３０を後方から照明する面状照明装置であり、
光源としてＬＥＤを備えている。このバックライト部２５０はバックライト駆動部２４０
によって駆動されて点灯し、これによってバックライト部２５０から画像表示部２３０の
各画素に光が照射される。
【００４３】
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　バックライト駆動部２４０は、入力されたバックライト制御信号に基づいて、バックラ
イト部２５０に設けられているＬＥＤを流れる電流量を制御する。ここで、バックライト
駆動部２４０は、バックライト部２５０の発光輝度を強くする際には、ＬＥＤに流れる電
流量が大きくなるように制御することになる。
【００４４】
　バックライト部２５０に備えられた温度検出部２５１は、バックライト部２５０周辺の
環境温度を検出して、その環境温度の温度データを表示制御デバイス３００に出力する。
【００４５】
　なお、この温度検出部２５１は、バックライト部２５０に備えられている構成に限定さ
れるものではなく、バックライト部２５０周辺の環境温度を検出できる位置であれば、ど
のような位置に配置されていてもよい。また、温度検出部２５１が、液晶表示装置１の外
部に設けられ、当該液晶表示装置１が配置されている環境の温度を検出するものであって
もよい。
【００４６】
　〔表示制御デバイスの詳細〕
　表示制御デバイス３００は、画像表示デバイス２００内の各種構成を統括的に制御する
ものである。この表示制御デバイス３００の機能は、例えばＡＳＩＣ（application spec
ific integrate circuit）などによって実現されるが、これに限定されるものではない。
【００４７】
　表示制御デバイス３００は、輝度信号生成部（光源光量制御手段）３１０および液晶駆
動信号生成部（透過率制御手段）３２０を備えている。
【００４８】
　輝度信号生成部３１０は、映像信号処理デバイス１００から上記輝度制御信号を受信す
るとともに、温度検出部２５１から上記温度データを受信する。そして、輝度信号生成部
３１０は、上記温度データに基づいて階調領域選択信号を生成し、該階調領域選択信号を
液晶駆動信号生成部３２０に送信する。階調領域選択信号は、上記記憶部４００に記憶さ
れている印加電圧－階調テーブルのうち、どの階調領域に対応する印加電圧－階調テーブ
ルを用いるべきかを示す信号である。
【００４９】
　また、輝度信号生成部３１０は、上記温度データおよび上記輝度制御信号に基づいて、
バックライト部２５０の発光輝度を指示するバックライト制御信号を生成し、バックライ
ト駆動部２４０に送信する。
【００５０】
　なお、本実施形態では、映像信号処理デバイス１００が、映像信号に基づき輝度制御信
号を生成し、これに応じてバックライト部２５０の輝度を制御するアクティブバックライ
ト方式を採用しているが、これに限定されるものではない。例えば、映像信号処理デバイ
ス１００が、映像信号に基づき画像制御信号のみを生成する構成であってもよいし、映像
信号処理デバイス１００を設けずに、映像信号が直接液晶駆動信号生成部３２０に入力さ
れる構成であってもよい。この場合、輝度信号生成部３１０は、上記温度データのみに基
づいて、バックライト部２５０の発光輝度を指示するバックライト制御信号を生成するこ
とになる。
【００５１】
　液晶駆動信号生成部３２０は、映像信号処理デバイス１００から受信した画像制御信号
を、液晶制御信号に変換して液晶駆動部２２０に送信する。この際に、液晶駆動信号生成
部３２０は、輝度信号生成部３１０から受信した階調領域選択信号に基づき、記憶部４０
０に記憶されている印加電圧－階調テーブルのうち、該階調領域選択信号で指定されてい
る階調領域に対応する印加電圧－階調テーブルを参照して、液晶制御信号を生成する。
【００５２】
　具体的には、液晶駆動信号生成部３２０は、取得した上記印加電圧－階調テーブルを、
画像表示部２３０の各画素の階調に適用することにより、各画素に印加する印加電圧を選
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択する。そして、液晶駆動信号生成部３２０は、各画素に印加する印加電圧を指示する液
晶制御信号を液晶駆動部２２０に送信する。
【００５３】
　ここで、液晶駆動部２２０は、液晶制御信号に応じて、各画素に対して印加すべき電圧
を切り替えることが可能な構成となっている。例えば、液晶駆動部２２０が、各階調領域
に対応する印加電圧－階調テーブルに含まれている全ての印加電圧値に応じた回路を備え
ており、液晶制御信号によって指定された印加電圧値に応じて回路を選択する構成が考え
られる。
【００５４】
　なお、輝度信号生成部３１０および液晶駆動信号生成部３２０は、バックライト部２５
０の発光と画像の表示とを一致させるために、上記バックライト制御信号と上記液晶制御
信号とを同期させて出力する。
【００５５】
　〔階調領域変更処理〕
　次に、図２および図３を用いて、表示制御デバイス３００によって実行される光源光量
の変更処理、および、階調領域変更処理について説明する。
【００５６】
　まず、光源光量の変更処理の概要を説明する。輝度信号生成部３１０は、上記温度デー
タに基づいて、環境温度が所定の閾値以下であるか否かによって、バックライト部２５０
の光源光量を調整する制御を行う。
【００５７】
　環境温度が所定の閾値を超えているとき（高温時）、上記光源光量は、輝度信号生成部
３１０によって高温時光源光量に調整される。一方、環境温度が所定の閾値以下であると
き（通常時）、上記光源光量は、輝度信号生成部３１０によって通常時光源光量に調整さ
れる。
【００５８】
　上記高温時光源光量は、上記通常時光源光量よりも少ない。そのため、バックライト部
２５０が高温時光源光量のときにＬＥＤを流れる電流量は、通常時光源光量のときのそれ
よりも少ない。従って、輝度信号生成部３１０が、通常時光源光量から高温時光源光量に
上記光源光量を切り替えた場合、ＬＥＤを流れる電流量が減少することによって、ＬＥＤ
における発熱量が減少し、ＬＥＤ周辺の環境温度が下がることが期待できる。
【００５９】
　次に、階調領域変更処理の概要について説明する。上記したように、輝度信号生成部３
１０は、上記温度データに基づいて、液晶駆動信号生成部３２０が参照する階調領域を示
す印加電圧－階調テーブルを選択するための階調領域選択信号を生成する。
【００６０】
　図３は、印加電圧－透過率曲線において、環境温度に応じて切り替えられる階調領域の
範囲の一例を示すグラフである。同図は、領域Ａおよび領域Ｂとして示す２つの階調領域
の例を示している。グラフの横軸は、画像表示部２３０を構成する各画素に印加する印加
電圧であり、同グラフの縦軸は、バックライト部２５０から画像表示部２３０の表面に向
かう方向に画像表示部２３０を透過する光源光の透過率である。
【００６１】
　上記透過率が高いほど、画像表示部２３０を透過する光源光量が多くなる。従って、階
調値が高い画素ほど高い透過率となるよう、印加電圧が加えられる。
【００６２】
　図３に示す例において、領域Ａは、印加電圧の範囲が約２．０Ｖ～約３．４Ｖであり、
透過率の範囲が約０．００～約０．２５である。また、領域Ｂは、印加電圧の範囲が約１
．１Ｖ～約３．４Ｖであり、透過率の範囲が約０．００～約０．３０である。
【００６３】
　すなわち、印加電圧－階調テーブルは、各階調領域において、透過率に対応して設定さ
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れた各階調値に対応して印加電圧が設定されたテーブルとなる。
【００６４】
　領域Ａと領域Ｂとは、環境温度が所定の閾値以下であるか否かによって切り替えられる
。上記所定の閾値は、環境温度に対するＬＥＤの劣化特性に応じて定められるものである
。
【００６５】
　領域Ａは環境温度が上記所定の閾値以下であるとき、すなわち環境温度が高くなり過ぎ
ていないときに、通常使用される階調領域（通常時階調領域）である。一方、領域Ｂは環
境温度が上記所定の閾値を超えているとき、すなわち環境温度が（ＬＥＤにとって）高く
なり過ぎているときに、使用される階調領域（高温時階調領域）である。
【００６６】
　この例の場合、高温時には、通常時と比較して、バックライト部２５０から出射される
光源光量が低下する一方、透過率は全体的に高くなる。すなわち、光源光量が低下しても
、透過率が上昇するので、表示画面の明るさの変動を小さくすることが可能となる。
【００６７】
　以下では、図２に示すフローチャートに基づき、輝度信号生成部３１０における階調領
域変更処理の流れを説明する。
【００６８】
　まず、温度検出部２５１は、環境温度を測定する（温度検出ステップ）。温度検出部２
５１は、測定した環境温度の温度データを輝度信号生成部３１０に出力する。なお、温度
検出部２５１は、温度データの出力を所定の間隔で行うようになっていてもよいし、輝度
信号生成部３１０からの要求に応じて温度データを出力するようになっていてもよい。
【００６９】
　輝度信号生成部３１０は、温度検出部２５１から温度データを受信する（Ｓ１０１）。
次に、輝度信号生成部３１０は、温度検出部２５１によって測定された環境温度が所定の
閾値以下であるか判定する（Ｓ１０２）。
【００７０】
　温度検出部２５１によって測定された環境温度が上記所定の閾値以下である場合（Ｓ１
０２でＹＥＳ）、輝度信号生成部３１０は、バックライト部２５０の光源光量を通常時光
源光量とするよう、バックライト駆動部２４０に指示する（Ｓ１０３ａ；光源光量制御ス
テップ）。これとともに、輝度信号生成部３１０は、通常時階調領域（領域Ａ）を選択し
て、選択結果を階調領域選択信号として液晶駆動信号生成部３２０に送信する（Ｓ１０４
ａ）。
【００７１】
　所定時間が経過した後、輝度信号生成部３１０は、温度検出部２５１が測定した環境温
度を再び受信し（Ｓ１０１）、ステップＳ１０２以降の処理が繰り返される。
【００７２】
　一方、温度検出部２５１によって検出された環境温度が所定の閾値を超える場合（Ｓ１
０２でＮＯ）、輝度信号生成部３１０は、バックライト部２５０の光源光量を高温時光源
光量とするよう、バックライト駆動部２４０に指示する（Ｓ１０３ｂ；光源光量制御ステ
ップ）。これとともに、輝度信号生成部３１０は、高温時階調領域（領域Ｂ）を選択して
、選択結果を階調領域選択信号として液晶駆動信号生成部３２０に送信する（Ｓ１０４ｂ
）。
【００７３】
　所定時間が経過した後、輝度信号生成部３１０は、温度検出部２５１が測定した環境温
度を再び受信し（Ｓ１０１）、ステップＳ１０２以降の処理が繰り返される。
【００７４】
　液晶駆動信号生成部３２０では、Ｓ１０４ａの後において、上記の領域Ａが選択された
ことを示す階調領域選択信号を取得すると、領域Ａに対応する上記印加電圧－階調テーブ
ルを記憶部４００から取得する。そして、液晶駆動信号生成部３２０は、画像表示部２３
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０に表示する画像の各画素についての階調を、上記印加電圧－階調テーブルに適用する。
さらに、液晶駆動信号生成部３２０は、これによって算出した印加電圧を画像表示部２３
０の各画素に印加するよう、液晶駆動部２２０に指示する（透過率制御ステップ）。
【００７５】
　一方、液晶駆動信号生成部３２０は、Ｓ１０４ｂの後において、領域Ｂが選択されたこ
とを示す階調領域選択信号を取得すると、領域Ｂに対応する上記印加電圧－階調テーブル
を記憶部から取得する。そして、液晶駆動信号生成部３２０は、画像表示部２３０の各画
素についての階調を上記印加電圧－階調テーブルに適用し、これによって算出した印加電
圧を画像表示部２３０の画素に印加するよう、液晶駆動部２２０に指示する（透過率制御
ステップ）。
【００７６】
　〔変形例〕
　本実施形態では、輝度信号生成部３１０が、通常時光源光量と高温時光源光量とを切り
替えるとともに、通常時階調領域（領域Ａ）と高温時階調領域（領域Ｂ）の２つの階調領
域（図３参照）を切り替える例を説明した。しかし、本発明はこれに限られない。
【００７７】
　すなわち、本発明では、高温時光源光量として２つ以上の光量を設定するとともに、高
温時階調領域として、２つ以上の階調領域を設定してもよい。この場合、輝度信号生成部
３１０は、通常時光源光量および２つ以上の高温時光源光量、ならびに、通常時階調領域
および２つ以上の高温時階調領域を、温度検出部２５１が測定した環境温度に応じて切り
替える。
【００７８】
　例えば、通常時光源光量をＬ１とし、高温時光源光量をＬ２、Ｌ３、Ｌ４（Ｌ４＜Ｌ３
＜Ｌ２＜Ｌ１）とした例が挙げられる。この場合、輝度信号生成部３１０は、環境温度が
第１～第３の閾値Ｔ１～Ｔ３を超えるか否かによって、光源光量Ｌ１～Ｌ４のいずれかを
選択し、バックライト駆動部２４０に対してバックライト制御信号を送信する。すなわち
、温度検出部２５１により測定された環境温度ＴがＴ１を超え、かつＴ２以下である場合
（Ｔ１＜Ｔ≦Ｔ２）、輝度信号生成部３１０は光源光量Ｌ２を選択する。同様に、環境温
度ＴがＴ２＜Ｔ≦Ｔ３である場合、輝度信号生成部３１０は光源光量Ｌ３を選択する。ま
た、環境温度ＴがＴ３＜Ｔである場合、輝度信号生成部３１０は光源光量Ｌ４を選択する
。環境温度Ｔがそれ以外である場合（Ｔ＜Ｔ１）、輝度信号生成部３１０は光源光量Ｌ１
を選択する。
【００７９】
　また、図４は、印加電圧－透過率曲線において、４つの階調領域（領域Ａ、領域Ｂ１、
領域Ｂ２、領域Ｂ３）が設定された例を示すグラフである。
【００８０】
　４つの階調領域のうち、領域Ａが通常時階調領域である。そして、残りの３つの階調領
域（Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３）が高温時階調領域である。
【００８１】
　記憶部４００は、上記４つの階調領域の各々に対応する環境温度の範囲を示す、各階調
領域に対応する４つの印加電圧－階調テーブルを記憶している。
【００８２】
　輝度信号生成部３１０は、温度検出部２５１から取得した環境温度に基づいて、いずれ
かの階調領域を選択する。
【００８３】
　具体的には、輝度信号生成部３１０は、環境温度が第１～第３の閾値Ｔ１～Ｔ３を超え
るか否かによって、領域Ａ、Ｂ１～Ｂ３のいずれかを選択する。すなわち、温度検出部２
５１により測定された環境温度ＴがＴ１を超え、かつＴ２以下である場合（Ｔ１＜Ｔ≦Ｔ
２）、輝度信号生成部３１０は領域Ｂ１を選択する。同様に、環境温度ＴがＴ２＜Ｔ≦Ｔ
３である場合、輝度信号生成部３１０は領域Ｂ２を選択する。また、環境温度ＴがＴ３＜
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Ｔである場合、輝度信号生成部３１０は領域Ｂ３を選択する。環境温度Ｔがそれ以外であ
る場合（Ｔ＜Ｔ１）、輝度信号生成部３１０は領域Ａを選択する。
【００８４】
　以下、輝度信号生成部３１０は、選択した階調領域を階調領域選択信号として、液晶駆
動信号生成部３２０に出力した後の流れは、本実施形態で説明したとおりであるから省略
する。
【００８５】
　以上に説明したように、輝度信号生成部３１０は、温度検出部２５１によって検出され
た環境温度が所定の閾値を超える場合に、バックライト部２５０を構成するＬＥＤを流れ
る電流量を減少させる。ここで、設定された閾値の温度は、バックライト部２５０を構成
するＬＥＤの劣化に起因する温度から算出した温度であることが望ましい。つまり、バッ
クライト制御信号は、周囲温度の上昇に伴って上がったバックライト部２５０の温度を、
光源光量を下げることで低減させるような信号となる。本実施形態のように、バックライ
ト部２５０がＬＥＤを備えた構成である場合、温度に対する許容電流量がＬＥＤの劣化に
関係するため、ＬＥＤに印加する電流を低下させることが望ましい。
【００８６】
　ここで、光源光量の低減は、温度を下げることが目的であるため、ＬＥＤに印加される
電流値を、通常時の電流値に対して所定の割合（２０％減など）で低減させる制御でもよ
いし、バックライト駆動信号をＰＷＭ(Pulse Width Modulation)とし、ＰＷＭのＤｕｔｙ
値を通常時に対して所定の割合（２０％減など）で低減させる制御でもよい。
【００８７】
　〔階調領域の設定〕
　以上のように、本実施形態によれば、高温時には、通常時と比較して、バックライト部
２５０から出射される光源光量が低下する一方、透過率は全体的に高くなる。これにより
、光源光量が低下しても、透過率が上昇するので、表示画面の明るさの変動を小さくする
ことが可能となっている。ここで、通常時から高温時に変化した場合でも、ユーザにでき
るだけ違和感を与えないようにするには、表示画面の明るさの変動をできるだけ０に近づ
けることが好ましい。
【００８８】
　ここでは、光源光量を低減する調整を行ったときに、その調整の前後で表示画面の明る
さ、すなわち表示輝度の変動をできるだけ０に近づけるように、光源光量の低減量を設定
する手法について説明する。
【００８９】
　まず、通常時階調領域および高温時階調領域が設定されているものとする。これら各階
調領域において、図３に示すように、最大透過率の値は決定されていることになる。ここ
で、通常時階調領域における最大透過率をＴＲ１、高温時階調領域における最大透過率を
ＴＲ２とすると、図３に示す例では、ＴＲ１≒０．２５であり、ＴＲ２≒０．３０である
。
【００９０】
　ここで、表示輝度と、光源光量および透過率との関係は、（表示輝度）＝（光源光量）
×（透過率）の計算式で表される。よって、通常時における光源光量をＬＬ１、高温時に
おける光源光量をＬＬ２とすると、通常時表示輝度はＬＬ１×ＴＲ１で算出され、高温時
表示輝度はＬＬ２×ＴＲ２で算出される。ここで、通常時表示輝度と高温時表示輝度とが
一致すれば、表示輝度の変動をできるだけ０に近づけることができる。すなわち、ＬＬ１
×ＴＲ１＝ＬＬ２×ＴＲ２となるように光源光量が設定されることが好ましい。
【００９１】
　よって、通常時の光源光量に対する高温時の光源光量の割合（ＬＬ２／ＬＬ１）は、（
ＴＲ１／ＴＲ２）となる。図３に示す例では、０．２５／０．３０≒０．８３となる。通
常時の光源光量、および、高温時の光源光量が、このように算出される割合となるように
、通常時にＬＥＤに印加される電流値、および高温時にＬＥＤに印加される電流値を設定
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すればよい。これにより、通常時と高温時との表示輝度の差を最小限にすることができる
。
【００９２】
　〔バックライト部２５０が複数の部分領域に分割された構成例〕
　なお、バックライト部２５０が複数の部分領域に分割されており、各部分領域毎に光源
光量を変更可能な構成となっていてもよい。この場合、映像信号処理デバイス１００は、
バックライト部２５０の各部分領域毎に輝度制御信号を生成し、輝度信号生成部３１０は
、バックライト部２５０の各部分領域に対応するバックライト駆動信号をバックライト駆
動部２４０に供給することになる。
【００９３】
　この場合、通常時の光源光量に対する高温時の光源光量の割合を、バックライト部２５
０の各部分領域で一定となるように制御がされるようになっていてもよい。
【００９４】
　以上のように、本発明に係る液晶表示装置は、バックライト部の温度を検出し、その温
度データからバックライトの輝度を低減することで温度を低下させ、バックライトの劣化
を防ぐ。また、バックライトの輝度低下を補完するために液晶表示素子の階調範囲領域テ
ーブルを変更し、輝度を保持する。
【００９５】
　また、上記液晶表示装置は、映像信号処理装置と画像表示装置及びバックライト制御装
置を備え、前記映像信号処理装置は、入力された映像信号から画像制御信号と輝度制御信
号を生成し、画像制御信号は前記画像表示装置に入力され、前記輝度制御信号は、バック
ライト制御装置に入力される構成としてもよい。
【００９６】
　また、前記バックライト制御装置は、輝度信号生成部、バックライト駆動部、バックラ
イト部及び、温度検出部を備え、輝度信号生成部は前記輝度制御信号と温度検出部から出
力される温度データからバックライト制御信号及び階調領域選択信号を出力し、バックラ
イト駆動部は、前記バックライト制御信号を用いてバックライト部の駆動を行う構成とし
てもよい。
【００９７】
　また、前記画像表示装置は、液晶駆動信号生成部、液晶駆動部及び画像表示部を備え、
液晶駆動信号生成部は、前記画像制御信号と前記階調領域選択信号を用いて液晶制御信号
を出力し、液晶駆動部は液晶制御信号を用いて画像表示部の駆動を行う構成としてもよい
。
【００９８】
　また、前記輝度信号生成部は、前記温度検出部から出力される前記温度データが、閾値
以上の場合にバックライトの輝度を下げる前記バックライト制御信号を出力し、その信号
に同期して前記階調領域選択信号により、前記画像表示装置の階調を輝度の高い領域に変
更する階調領域選択信号を出力する構成としてもよい。
【００９９】
　また、前記温度検出部から出力される前記温度データが、閾値以上の場合にバックライ
トの輝度を下げるときの低減率は、前記階調領域選択信号で変更される領域の液晶の最大
透過率の増加割合と同じである構成としてもよい。
【０１００】
　また、バックライト駆動信号は、輝度制御信号と温度検出結果とからバックライト駆動
信号を生成するようにしてもよい。そして、温度が高温になると輝度信号生成部ではバッ
クライトの輝度を下げ、温度を低下させてもよい。また、温度検出結果から、バックライ
トの輝度を低下させる際に輝度信号生成部から輝度低減結果をパネル駆動信号生成部に出
力するようにしてもよい。パネル駆動信号生成部では、液晶の中間階調を調整することに
よってバックライト輝度の低下を補完するようにしてもよい。
【０１０１】
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　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能であり、そのような変更を施して得られる実施形態についても本発明の技術的範
囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　本発明は、環境温度を測定し、測定した環境温度が所定の閾値よりも高い場合にバック
ライトの光源光量を低減する表示装置に利用することができる。
【符号の説明】
【０１０３】
　１　液晶表示装置（表示装置）
　２００　画像表示デバイス
　２３０　画像表示部
　２５０　バックライト部
　２５１　温度検出部
　３００　表示制御デバイス
　３１０　輝度信号生成部（光源光量制御手段）
　３２０　液晶駆動信号生成部（透過率制御手段）
　４００　記憶部

【図１】 【図２】
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